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研究成果の概要（和文）：本国際活動支援班の設置により、国際支援活動の組織（国際アドバイザーの設置）を
設置し、国際共同研究の推進、国際的に評価の高い海外研究者の招聘、国際共同研究を実施するための外国人博
士研究員の雇用を行い、複数の国際共同研究を継続的に推進し、数多くの国際共著論文の発表に至った。また、
外国人博士研究員との共同研究を通じて、所属する大学院学生の英語能力の育成（英語による議論やプレゼンテ
ーションなど）に大きく貢献した。

研究成果の概要（英文）：Our international activity supporting group promoted international joint 
research, invitation of overseas researchers, hiring foreign post-doctoral researchers to 
continuously conduct multiple international joint research with the aid of International Advisory 
Board of this program, resulted in publishing many international co-authored papers.  In addition, 
through joint research with foreign post-doctoral researchers, it has made a significant 
contribution to the development of English skill (discussions and presentations in English) for PhD 
course students.

研究分野： 有機合成化学

キーワード： 精密制御反応場　触媒反応　高難度物質変換

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国外の第一線で活躍する研究者との交流および国際共同研究を強力に推進することにより、本学術領域研究の目
的である学際的融合を誘起し「精密制御反応場」の創出に大きく寄与する結果となった。これらの活動を通じ
て、我が国の触媒開発力を含めた有機合成化学の国際的なリーダーシップの獲得に繋がるとともに、国際的な舞
台で活躍する若手研究者の育成にもつながったという観点で意義深いものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

本研究領域が対象とする有機合成化学の分野は、物質科学を支える基盤科学技術である。我が
国の有機合成化学の国際的優位性は、触媒反応の開発力にあり、その国際的な評価は非常に高い。
触媒反応の開発は、基礎研究として国際的に高いレベルにあるだけでなく、その成果は医薬品や
高機能物質を安価かつ安定に供給する工業プロセスへと繋がり、国内外において大きな役割を
果たしている。しかしながら、触媒反応の開発に際しては、目的とする有機化合物の官能基化に
合わせて、既知の触媒前駆体と配位子や反応条件を巧みに組み合わせる課題解決型の研究が主
流であり、この実情では、国内外の動向から判断して、今後、我が国が国際的優位性を保ち続け
ることは容易ではない。 

 有機合成化学の分野において、我が国が卓越したリーダーシップを発揮し、国際的な優位性を
保つとともに、社会から求められる要請に応え続けるためには、新反応の開拓・新現象の発見に
繋がる新触媒の開発が必須であり、従来の発想とは異なる新たな研究の方向性の模索が求めら
れている。本新学術領域で取り組む研究対象は、国際的にも、反応活性点近傍を「反応場」とし
て意識した生体触媒開発や超分子触媒開発が報告されるようになってきており、本分野は世界
的にも大きな研究の流れとなりつつある。従って、広範囲な分野から、それぞれの分野において
「反応場」に関連した優れた業績を持ち、世界をリードする研究者が、個々の強みを最大限に活
かした国内共同研究はもちろんのこと、国際共同研究を行うことにより、国内外に例を見ない独
創性・新規性を有する「反応場」の開発を行うことができる。 

 

２．研究の目的 

有機合成化学の分野において、我が国が世界をリードし、国際的な優位性を保ち続けるために
は、新反応の開拓・新現象の発見に繋がる新触媒の開発が必須である。本新学術領域では、反応
活性点と反応に密接に関わる周辺領域を含んだ反応場をテーラーメイドに精密制御することに
より、高難度で有用な物質変換反応を可能にする、優れた新しい触媒創出に挑戦することに力点
を置いている。そこで、国際活動支援班を設置し、新たな反応場の精密制御に取り組む研究を、
国外との国際共同研究へと発展させることを通じて、精密制御反応場に関する国際的な研究ネ
ートワークを構築し、国際社会における我が国の存在感を維持・向上することを目的としている。 

 

３．研究の方法 

現在、本研究領域が対象とする有機合成化学の分野の国際的な評価は非常に高く、世界の最先
端を先導している。そしてその優位性は、例えば炭素−水素結合活性化反応の開発に見られるよ
うに、数々の遷移金属錯体を用いる独創的な触媒反応の開発力にあることは明らかである。しか
し単に従来の研究の枠内で最先端の研究を続けるだけでは、この先導的な地位を今後も維持し、
さらなる発展を行うためには不十分であることも明らかになりつつある。このような観点から
本新学術領域研究では、新反応の創成を担う触媒を、反応活性点と反応に密接に関わる周辺領域
を含んだ反応場の統合的視点からとらえ、それを踏まえた独創的な反応場構築とその精密制御
を中心課題として研究に取り組んでいる。そしてこの課題に対し、異分野との融合を積極的に推
進することこそ新たなブレークスルーをもたらすとの共通認識のもと、班員間での共同研究を
領域として強力に推進している。同時に、国際的な研究者コミュニティをリードするため、同様
の観点から国際共同研究を積極的に推進、支援している。 

具体的には、国際共同研究の研究支援を積極的に行うとともに、関連する海外の先導的研究者
を国際シンポジウムや国際若手セミナーに招聘し、班員との研究討論を通じて連携の可能性を
積極的に探りこれを支援してきた。さらに若手研究者の海外派遣や博士研究員の交流等を国際
活動支援班が強力にバックアップし、これらの活動を通じて国際的な研究ネートワークを構築
し、将来にわたって研究者コミュニティをリードし続けるのみならず、広く国際社会における我
が国の存在感を維持、さらには向上させることを目指してきた。 

本国際活動支援班は、これまでに活動の主体となっている国際支援活動の組織（国際アドバイ
ザーの設置）・運営体制（相互派遣企画委員会）を維持・拡充しながら、国際共同研究の推進、
国際的に評価の高い海外研究者の招聘、外国人ポスドクの雇用を確実に実施するとともに、国際
共同研究を継続的に推進するため、中長期にわたる互恵関係にある共同研究体制を構築する。 
 具体的には、国際的に評価の高い研究者を海外アドバイザー（International Advisory Board 
(IAB)）として選定している。それぞれ、国際アドバイザーとして国際会議および短期招聘によ
り班員との直接交流をおこない、海外との積極的な連携をおこなっている。 

Theodor Agapie (California Institute of Technology, USA) 
Jean-François Carpentier (University of Rennes 1, France) 
Sukbok Chang (KAIST, Korea) 
Chien-Hong Cheng (National Tsing Hua University, Taiwan) 
Paul J. Chirik (Princeton University, USA) 
Christophe Copéret (ETH Zürich, Switzerland) 
Deryn E. Fogg (University of Ottawa, Canada) 
Alois Fürstner (Max-Planck-Institut für Kohlenforschung, Germany) 
John Hartwig (University of California, Berkeley, USA) 
Amir H. Hoveyda (Boston College, USA) 



Jerzy Klosin (Dow Chemical Company) 
Ruben Martin (Institute of Chemical Research of Catalonia, Spain) 
Philip Mountford (University of Oxford, U.K.) 
Jun Okuda (RWTH Aachen University, Germany) 
Gerard Roelfes (University of Groningen, The Netherlands) 
Thomas R. Ward (University of Basel, Switzerland) 
Qi-Lin Zhou (Nankai University, China)  
 

４．研究成果 
 国際共同研究の進捗として、例えば研究代表者である真島は、先頭に立って数多くの国際共同
研究に積極的に取り組み、これまでに Arnold 教授（University of California, Berkeley）、
Knochel 教授（LMU München）、Okuda 教授（RWTH Aachen University）、Hashmi 教授（Heidelberg 
University）、Anwander 教授（University of Tübingen）、Copéret 教授（ETH Zürich）、Togni 教
授（ETH Zürich）、Carpentier 教授（University of Rennes 1）、Himo教授（Stockholm University）
との共同研究を行い、国際共著論文を発表するに至っている。その一例として、本領域で雇用し
た日本人博士研究員を ETH Zürich へ派遣し、Copéret 教授と国際共同研究を行い、国際学会で
の発表に加え、国際共著論文（ACS Cent. Sci.誌）として成果が上がっている。また、共同研究
者である Arnold 教授の研究室にて博士の学位を取得した研究者を博士研究員として受入れ、国
際共同研究を実施しており、すでに 3報の共著論文（Inorg. Chem.誌、Chem. Commun.誌）の発
表に至っている。このような国際共著論文の発表により、本新学術領域の取り組みは国際的にも
高く評価されており、本国際支援班設置の目的を十分に達成する成果が数多く得られている（発
表論文の項を参照）。 
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